
 



 大分県情報サービス産業協会平成１

７年度通常総会が４月２０日午後２時

より、ソフトパークの第２ソフィア

プラザビル２階ソフイアホールで開

催された。 

 はじめに司会の徳重英仁事務局長

より総会成立の報告があり、引き続

き会則第１９条により会長が議長とな

り総会議事に入り、下記の第１号議

案から第４号議案までが原案どおり

承認された。 

 役貝については、理事には郷司潔

氏（再任）、阪田安丸氏（再任）、

荒城英世氏（再任）、小野敬一氏

（再任）、得字一男氏（再任）、豊

田博志氏（新任）の各氏が、監事に

は臼杵敏雄氏（再任）、阿南光洋氏

（再任）の各氏が、それぞれ選任さ

れ、理事の互選により、会長には引

き続き郷司潔氏、副会長には新たに

阪田安丸氏が就任した。 

 休憩の後、郷司潔会長が挨拶。

「最近は早・専・開（そう・せん・

かい）という言葉をよく耳にしま

す。“早"というのは、早いというこ

とで、時代の変化を早く読み取っ

て、先取りし、素早く行動するとい

うことです。また“専"という言葉に

代表されるように、各企業がそれぞ

れの専門性を追求してプロ集団にす

るということです。そして“開"とい

うのは開くということで、すべての

ユーザーに情報を開示するというこ

と、すなわちオープン化するという

ことが重要な条件になってきたと思

います。 

 今ユーザーが求めているのは、単

なる情報技術ではないと思います。

求めているのは、それぞれ専門性を

もったソリューション能力だと考え

ます。従来であれば、単なる技術

力、システム開発能力だけでユー

ザーは満足していたが、いまやそれ

だけでは到底満足しません。ユー

ザー二ーズに的確に応えてこそ価値

のある集団として認められるのでは

ないでしょうか」と述べた。 

 続いて、来賓の大分県工業団体連

合会会長の秋月睦男氏にご挨拶いた

だき、その後大分県商工労働部部長

の角野然生氏による「おおいた産業

活力創造戦略」についての講演が行

われ、最後に九州総合通信局 総務

部総務課 企画広報室 政策企画係

長 猪俣浩昭氏より「九州地域ＩＣＴ

産学官連携ポータルサイト」の説明

があった。 

 総会終了後には来賓や講師の方々

も交えて懇親会が和やかな雰囲気で

行われた。 
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会 長   郷司  潔 ㈱オーイーシー 

              代表取締役会長 

副会長(新) 阪田 安丸 ㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ 

              代表取締役社長 

理 事(新) 三宅健一郎 九州東芝エンジニアリング㈱ 

              取締役社長 

理 事(新) 豊田 博志 大銀コンピニータサービス㈱ 

              代表取締役社長 

理 事   得字 一男 新日鉄ソリューションズ大分支社 

              支社長 

理 事   小野 敬一 ゴードービジ大スマシン㈱ 

              代表取締役 

理 事   荒城 英世 大分交通㈱ 

              取締役部長 

監 事   臼杵 敏雄 システムエイジ㈱ 

              代表取締役社長 

監 事   阿南 光洋 三井造船システム技研㈱ 

              大分事務所部長 

事務局長  徳重 英仁 ㈱オーイーシー 

              取締役部長 
＊三宅健一郎氏は８月３日の臨時総会で承認されました。 
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【会社】 

 ㈱富士通大分ソフト 

 ウェアラボラトリ 

 代表取締役社長 

  阪田 安丸 

 

【略歴】 

 ＊昭和２４年生（大阪府出身） 

 ＊富士通㈱勤務を経て平成１４年 

  ７月より現職 

 ＊大分市長浜町在住 

 ＊趣味 読書 

 

 

【ご挨拶】 

  ユビキタス社会到来で、ＩＴの 

 役割がますます重要となる中、 

 大分の情報サービスの発展に、 

 微力ながらお役に立てるようつ 

 とめさせていただきます。 

 

【会社】 
 九州東芝エンジニアリング㈱ 
 取締役社長 

  三宅 健一郎 

 

【略歴】 

 ＊昭和２１年生 

  （名古屋出身） 

 ＊㈱東芝 本社勤務、東芝ソシオ 

  システムサボート㈱役員を経て 

  ６月より現職 

 ＊大分市長浜町在住 

 ＊趣味 スポーツ 

 

【ご挨拶】 

  海・山・人情の豊かな大分の地 

 に初めて居を構えることになりま 

 した。 

  お客様に役立つＩＴシステムや 

 サービスを提供するという視点 

 で、ＯＩＳＡ活動に、微力ですが、 

 尽力をいたす所存です。 

【会社】 
 大銀コンピュータサービス㈱ 
 代表取締役社長 

  豊田 博志 

 

【略歴】 

 ＊昭和２１年生 

  （熊本県出身） 

 ＊㈱大分銀行、大分リース㈱勤務 

  を経て１６年１２月より現職 

 ＊大分市片島在住 

 ＊趣味 ゴルフ 

 

 

【ご挨拶】 

  情報革新が進む中、当協会が担 

 う役割は益々重要になってくるも 

 のと思われます。微力ではござい 

 ますが、協会の発展に努力してま 

 いります。 

株式会社 オーシーシステム 

システム部 

シニアエキスパート 藤田 光敏 

TEL 097-537-7217  FAX 097-538-3560 
 広報委員会に参加させていただくこととなりました 

藤田です。会員のみなさまに親しみのもてる「ＯＩＳＡ Ｎｅｗｓ」の紙

面作りを心がけていきたいと思います。前任の加納同様、よろしく 

お願いいたします。 

 

アソシエント・テクノロジー株式会社 

大分ソリューションセンター教育チーム 

マネージャ 安部 民枝 

TEL 097-573-4002  FAX 097-5734003 
 研修委員をさせていただいておりますアソシエント 

テクノロジ一の安部と申します。会員の皆さまがさらにレベルアッ

プして、より質の高い活動ができるような企画を作っていこうと考 

えております。なにとぞよろしくお願い申しあげます。 

株式会社 インフォセンス 

大分ＳＩ部 

部長 時永 正智 

TEL 097-556-7139  FAX 097-558-6156 
 前任の佐藤から引き継ぎイベント委員を担当させて 

いただきます時永です。来年１月開催のサウンズコンテストを盛り

上げるため、スタッフ全員で斬新な企画を考えております。会員の 

皆さま、次回のサウンズコンテストには、ぜひご来場ください。 

 

株式会社 シーエイシー 

専務取締役 高橋 敏明 

TEL 097-533-1563  FAX 097-533-1598 
 このたび、総務委員会の副委員長を担当することに 

なりました。転勤で大分に来て６年になり、ようやく

大分に馴染んできました。委員長ならびに、各委員の方々にご迷惑 

をかけないよう頑張りますので、よろしくお願いいたします。 
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総務委員会 
委 員 長 宮本 直記 
       (メルハンコンピュータシステム㈱ 

              取締役) 

副委員長  高橋  敏明 
             (㈱シーエイシー常務取締役) 

事 務 局  上杉    勝 
             (九州東芝エンジニアリング㈱ 部長) 

１．事業方針 

 (1) 委員会活動の充実と強化および会員相互の理解と協 

   力をより一層深めることを目的とした委員会活動を展 

   開する。 

２．事業計画 

 (1) 先進地域ならびに先進企業への視察研修を年２回実 

   施する。 

    ・９月上旬(中国・大連特区／３泊４日)、 

    ・２月上旬(日帰り) 

 (2) 情報サービス産業事業者が抱えている事業ニーズの 

   調査および情報提供。 

３．委員会活動 

  適宜、委員会を開催し、上記の活動を行うとともに、 

 委員会メンバー相互の情報交換・親陸を図る。 

１．事業方針 
 (1) 研修事業のあり方は協会会員企業の要望、必要性を 

   充分に反映して行う。 

 (2) 開かれた協会活動に寄与する委員会活動を推進す 

   る。 

 (3) 他委員会との合議を積極的に進め、行政との連携も 

   視野に、委貝会活動の活性化を図る。 

２．事業計画 

 (1) 事業計画の具体化には会員企業の意見を反映し、 

   ニーズの高い研修内容を企画する。 

 (2) 県内企業の技術者向けに、専門技術あるいは先端技 

   術に関する講座を企画する。 

 (3) 行政との充分な協力体制をもとに、地域に開かれた 

   研修活動を企画する。 

 (4) その他、会員の要望に応じた事業を企画する。 

１．事業方針 

 (1) 協会の事業力強化と活性化を図るための諸施策を推 

     進する。 

  (2)  会貝相互の交流と親睦を図るための諸施策を推進す 

     る。 

２．事業計画 

  (1)  協会定例行事の企画・開催 

          4月  通常総会・講演会 

          8月  ボウリング大会 

         11月  懇親ゴルフ大会 

          1月  新年例会 

  (2)  行政、情報産業団体との交流 

  (3)  会員拡大 

  (4)  委員会の開催 

       協会活動を円滑に推進するため、委員会を原則とし 

     て毎月1回開催する。 

１．事業方針 

  委員会活動を通じて当協会の存在を広く世間にアピー 

 ルすることを主な方針とする。 

 (1) １４年目を迎えるサウンズコンテストの充実を図る。 

 (2) サウンズコンテストの開催にあたり、メセナ活動の 

  一環として、マスコミやネットメディアなどへの積極 

  的な働きかけを行う。 

 (3) 教育機関関係など他団体へ積極的に働きかける。 

２．事業計画 

 サウンズコンテストの開催 

 (1) 従来部門は継続し、新たに「コンピュータ・ミュー 

   ジック＋ワン」部門の新設を検討する。 

 (2) 大分フットボールクラブとの連携を深め、夢のある 

   イベントとし、地域社会に貢献する。 
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  １．関係機関および関連団体との交流と連携を深め、地域の情報化を推進する。 

  ２．委員会活動の充実を図り、高度情報化社会に対応する魅力ある事業を推進する。 

  ３．会員企業の技術力の向上を図るとともに、会員相互の情報交換と啓発活動を推進する。 

イベント委員会 
委 員 長 野尻  健 
       (大分中央電算㈱ 専務取締役) 

副委員長 中川 雅裕 
       (㈱スリーエイ・システム 部長) 

事 務 局 森崎 雄二 
       (ゴードービジネスマシン㈱ 部長) 

企画委員会 
委 員 長 安片 正秀 
       (太平工業㈱システムソリューション事業部 
        九州システムセンター  センター長) 

副委員長 長野 秀一 
       (日立エスシー㈱ビジネスシステム 

        サポート事業部 技師) 

事 務 局 山松 正樹 
       (大分交通㈱ 課長) 

研修委員会 
委 員 長 首藤  勇 
       (コンピュータエンジニアリング㈱ 

        大分営業所 取締役副社長) 

副委員長 塩田 伸一 
       (中津コンピュータカレッジ 部長) 

事 務 局 白石 勝美 
       (新日鉄ソリューションズ㈱大分支社) 



１．事業方針 

  下記に関する活動を企画・実施し、情報社会への貢献 

 を目指す。 

 (1) 最新技術動向に関する知識の普及 

 (2) ＩＴに関する技術の向上 

２．事業計画 

 (1) 技術交流会の開催 

    業界の最新技術動向について、産学官の先進的な研 

   究成果やノウハウを持つ講師を招き、技術交流会を開 

   催する。 

 (2) 技術研究会の開催 

    会員が抱える共通の技術課題について技術研究会を 

   開催する。内容は、最新IT技術動向を十分意識し、 

   これらの情報技術や開発方法等について研究し、成果 

   発表会を行う。 

 

 

１．事業方針 

  協会活動の内外への広報事業を展開し、当協会全体の 

 活性化を図る。 

２．事業計面 

 (1) ＯＩＳＡニュースの発行 

  ・年３回発行を原則とする。 

  ・本年度より、Ａ４サイズ８ぺ一ジとする。 

  ・会員企業の有料広告をべ一スに、ＯＩＳＡニュースの 

   安定的発行を図る。 

 (2) ホームページの充実 

  ・各委員会開催行事の予告や速報を迅速にホームページ 

   に掲載する。 

３．委員会活動 

 (1) 委員会は、ＯＩＳＡニュースの各号発行前に３回ほど 

   開催する。 

 (2) 紙面の表記の原則を決めているが、この原則をさら 

   にブラッシュアップし、より見やすい紙面作りを心が 

   ける。 
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技術委員会 
委 員 長 築城 久敏 
       (㈱システムトレンド 代表取締役) 

副委員長 臼杵 敏雄 
       (システムエイジ㈱ 

        代表取締役社長) 

副委員長 三宮 由裕 
       (三井造船システム技研㈱ 所長) 

事 務 局 伊達 愼二 
       (㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ 課長) 

広報委員会 
委 員 長 筒井 健嗣 
       (ＫＣＳ大分情報専門学校 校長) 

副委員長 福田 耕三 
       (専修学校 総合技術工学院 

             総務部長) 

事 務 局 高橋 良忠 
       (大銀コンピュータサービス㈱ 取締役総務本部長) 



 日本経済が景気回復するなかで地域、業種、企業規模間 

の格差は拡大しています。今後、三位一体改革などをうけ 

て、地域問の競争は激しくなると見込まれております。一 

方、九州というのは、地域的にとても有利な場所だと私は 

考えております。それは、中国、アジアの市場が背景にあ 

り、企業立地に有利ということであります。対中貿易が伸 

びており、物流や生産拠点としての九州の位置付けはます 

ます重要となっています。しかし一方で、中国などへ工場 

を移転する企業も増えてきましたが、逆に難易度の高い製 

品を生産する場合、精密な部品の調達などの問題で国内に 

工場をつくる企業も増えてきています。大分で言えばダイ 

ハツ、キヤノン、東芝などがあります。これらの要因をふ 

まえて、このチャンスを的確に受け止め利用しないと他県 

に遅れをとります。このような環境変化を飛躍のきっかけ 

とし、大分県として産業経済の基盤を構築していく必要が 

あります。そこで今回「おおいた産業活力創造戦略」を策 

定いたしました。これは大分県のものづくりの現状を勘案 

して、今後の国際競争に勝ち抜いていくためにも、県行政 

として十分な環境整備が必要と考えたからです。 

 大分県内では大企業立地が進んで産業経済の環境が変化 

しています。しかし、それを支える地場企業に十分に技術 

移転がされていないという課題もあります。これらを系統 

だて、「おおいた産業活力創造戦略」でまとめてみました。 

ポイントは２つあります。１つは現場主義です。今回、「お 

おいた産業活力創造戦略」策定にあたり、若手職員を中心 

にワーキンググループをつくり、半年問で３００社以上、企 

業現場訪問を行いました。このヒアリングによって得たも 

のを随所に具体的な事例として記載することができました。 

第２のポイントとして産業の活力を創造する戦略について 

であります。産業の活力を創造するのは補助金ではないと 

いうのが私の基本的な考え方です。バブル経済後１５年間、 

日本経済は長いトンネルに入って景気が低迷していました。 

 

そのなかで「補助金をもらっている建設業界、商店街など 

がさらなる不況に陥っているのではないか。」「お金をだ 

せば景気が良くなるとは限らないのではないか。」と考え 

ました。そこで今回はそういった補助金とは決別しまして、 

産業の活力になるのはどうしたらよいか、ゼロベースから 

考え直しました。 

 このように「おおいた産業活力創造戦略」についてはい 

ろいろ議論しまして、３つの柱、「２１世紀型の産業クラ 

スターづくりへ向けたものづくり産業の振興政策」、「地 

域の活力を創出する商業・物産・サービス産業の振興政 

策」、「産業を支える人材育成・雇用政策」、にまとめま 

した。なかでも情報産業関連について説明しますと、２１ 

世紀型の産業クラスターづくりへ向けたものづくり産業の 

振興政策が中心となります。つまり、いくつかの企業が地 

域的に集積していき、連携を深めていくことが重要となり 

ます。今回、クラスターの協議会を６月に立ち上げる予定 

になっています。 

 最後に、産業の発展にかかせないのは人です。いかに人 

材育成をしていくかということが重要だと考えております。 

１年前はいかに失業率を下げるか、就職を確保するかなど 

の雇用対策がメインテーマでした。しかし今後は、ものづ 

くりの人材育成とＩＴの人材育成を中心に行っていきます。 

 われわれとしては、今までと異なる政策、あるいは時代 

の先を読んだ政策を作成し、予算をつけたつもりです。こ 

れから、この政策を実行するのが私の使命だと思っており 

ます。 
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平成１７年度通常総会記念講演会 
日時：平成１７年４月２０日（水）１６時～１７時 

場所：第２ソフィアビル ソフィアホール 

講師：大分県商工労働部 部長  角野 然生 氏 

演題：「おおいた産業活力創造戦略」について 



 今年度、九州ブロックでは、５つの重点施策があります。 

「ブロードバンドエリア拡大などのネットワーク整備」、 

「人材研修事業」、「電波事業における地域の促進のため 

の調査」、「合併における市町村防災無線ネットワーク化 

の調査研究」、そして地域活力の創造を目的に「九州地域 

ＩＣＴ産学官連携ポータルサイト」の立ち上げです。 

 九州地域ＩＣＴ産学官連携ポータルサイト・クリップスは、 

２０１０年にユビキタスネットワーク社会を実現することを目

標としています。本ポータルサイトには、大きく３つの機能

があります。「掲示板機能」、「九州のイベントカレンダー

表示機能」、「関係機関とのリンク機能」です。 

 また、このポータルサイトでは、ＩＣＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ＆  

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）関連のデータベースと企

業用データベースを構築いたします。現在、７月中の立ち上

げをめざして作業を進めておりますので、ぜひエントリーし 

て活用していただきたいと思っております。 

ＯＩＳＡ ＮＥＷＳ ０７ 

九州地域ＩＣＴ産学官連携ポータルサイト 

について 
日時：平成１７年４月２０日 １７時～１７時２０分 

場所：第２ソフィアビル ソフィアホール 

講師：九州総合通信局 総務部 総務課 

   企画広報室 政策企画係長 猪俣 浩昭 氏 

■募集部門 

・オリジナル曲・編曲部門 

・特別募集部門:トリニータ応援曲(編曲・オリジナル曲) 

 それぞれシーケンスソフトウェア(シーケンサー)等を使用 

 した「打ち込み」によって作られたインストルメンタル曲 

■応募方法 

 応募用紙に必要事項を記入し、作品の入ったメディアを同 

 封のうえ、下記までお送りください。 

 応募用紙は当協会加盟各社の窓口または公式Ｗｅｂで入手で 

 きます。(ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｉｓａ．ｊｐ） 

■応募先 

 〒８７０－０９５２ 大分県大分市下郡北１－２－１２ 

 ゴードービジネスマシン株式会社 

 サウンズコンテスト事務局 担当 森崎宛 

 ＴＥＬ ０９７－５６８－４６００ ＦＡＸ ０９７－５６９－０１２１ 

■応募に当たっての注意事項 

・打ち込みに使用する機材は原則としてＤＴＭシステムを中 

 核とするパソコンベースのものですが、他のデジタルツー 

 ルを利用して作られたものでもかまいません。 

・複数応募も可能です。 

・応募作品は３，４分を目安にまとめてください。 

・完成曲で応募される場合は、ＣＤーＲまたはＭＤに入れて送 

 りください。曲データで応募される場合は、ＣＤーＲまた 

 はＭＯに汎用ＳＭＦかＭＰ３ファイル形式で格納したものを 

 お送りください。 

 Ｅメール添付による応募は、事前にお問い合わせくださ 

 い。 

・応募作品は、返却いたしません。 

・応募作品の著作権は制作者に帰属します。 

 応募曲に既存曲等のサンプルを使用する際は著作権関係に 

 ご注意ください。何らかの権利侵害が発生した場合でも、 

 当コンテスト側では、一切責任を負いません。 

■賞金・賞品 

 グランプリには賞金と副賞 

 が授与されます。また、グ 

 ランプリ以外にも各賞があ 

 り、豪華賞品を用意してい 

 ます。 

■応募締め切り 

 平成１７年１２月末日必着 



ダイワボウ情報 

 システム㈱大分支店 

大分支店長 

後藤 恒宏 

事業内容：パソコンを 

     中心としたＯＡ機器の販売 

従業員数：１，１４５名 

所 在 地：大分市東春日町１７－２０ 

Ｔ Ｅ Ｌ：０９７－５３８－９２３０ 

Ｆ Ａ Ｘ：０９７－５３８－９２４８ 

所  属：研修委員会 

デジタルバンク㈱ 

 

代表取締役社長 

利満 廣志 

事業内容:ソフトウェア     

     関連事業、プロバイダー 

従業員数:１７名 

所 在 地:大分市府内町３－８－１１ 

Ｔ Ｅ Ｌ：０９７－５３８－９６５４ 

Ｆ Ａ Ｘ：０９７－５３８－９５９８ 

 

大分ケーブル 

 テレコム㈱ 

代表取締役社長 

佐藤 英生 

事業内容:放送、 

     インターネット 

従業員数：６６名 

所 在 地：大分市松ヶ丘５９－１２ 

Ｔ Ｅ Ｌ：０９７－５４２－１１２１ 

Ｆ Ａ Ｘ：０９７－５４２－３１３１ 

所属：技術委員会 
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モバイルクリエイト㈱ 

ＡＶＭグループ 

古賀 祐大 

趣味：映画鑑賞 

好きな言葉：一喜一憂 

 入社して早くも３ヵ月が経ちました。最初の

頃は分からないことだらけで、毎日が不安と緊

張の連続でしたが、先輩方の優しい指導のおか

げで少しずつですが会社の雰囲気にも慣れてき

たと思います。まだまだ、業務は分からないこ

とばかりで勉強することはたくさんあります

が、今は自分にできることを一所懸命頑張って

います。そして、先輩方にアドバイスをもらい

ながら一つ一つ業務を覚えていきたいと思って

います。 

 これから先、失敗することもあるかと思いま

すが、それも経験として活かし、先輩方の知識

や技術も吸収しながら早く一人前のSEになれる

よう成長していきたいと思っています。そして

会社に貢献していければと思っています。 

㈱トキハ 

人事付け 

藤澤 俊一 
趣味：水泳 

好きな言葉：挑戦 

 新入社貝としてトキハの一員となり３ヵ月が

経ちました。現在は本店にて全館を回る研修の

真っ最中です。 

 私はこれまでに販売の経験がなく、お客様や

先輩方にご迷惑をかけることも多い毎日です。

しかし、お客様のこ期待に沿えて、「ありがと

う」の一言をいただいたときのうれしさは格別

で、それが頑張りにつながっています。 

 私が、研修において特に気を付けていること

は、「出会い」を大切にすることです。お客様

との出会いはもちろんのことですが、それぞれ

のフロアの販売員の方に自分のことを覚えてい

ただくことも大事なことだと思っています。ま

た、違う意見や価値観を持った人との出会いは

自分を成長させる大きなチャンスに他ならない

と考えています。 

 今しかないこの研修期間を大いに活用して、

今後は自分の可能性を探りつつ、好奇心を前面

に押し出し、「出会い・感動・新発見」を通し

て成長していきたいと思います。 

大分ケーブルテレコム㈱ 

カスタマーセンター 

阿部 圭子 
趣味：園芸 

好きな言葉：友情 

 入社して４ヵ月。あっという問に毎日が過ぎ

ました。大学時代の気ままな生活から一転して

毎朝６時に起床し、出社しています。新しい環

境の中で社会人として不安で一杯でした。しか

し、同期入社の方や先輩職員、上司に助けら

れ、毎日楽しく仕事に励んでいます。 

 私の配属はカスタマーセンターです。ケーブ

ルテレビやインターネットを利用されているお

客様からの声を直接受けています。よりよく

ケーブルテレビやインターネットをご利用いた

だけるよう努力しています。 

 また、２００６年から地上デジタル放送が始ま

りますので、放送のデジタル化へ向けお客様の

お役にたてるよケに全社で取り組んでいます。 

 杜会人一年生としてまだ未熟ではあります

が、仕事に責任を持ち、お客様に常に誠実に接

していきます。そしてまわりの方へ感謝の気持

ちを大切にして明るく頑張ります。 


